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〔主な内容〕
人口増対策として
◦旧おひさま保育園跡地に優良賃貸住宅の整

備を計画
今後、地元説明会開催予定。

◦新規住宅団地の整備
西洗馬中組バイパス沿いに新規住宅団地の
整備を計画。面積約9,000㎡、区画数約25区画

（直売所など含む）。
◦空き家活用事業

アンケート結果に基づき空き家活用を推進する。

〔主な内容〕
◦旧おひさま保育園舎解体工事

アスベスト調査実施の結果新
たにアスベストの含有箇所が
判明

◦新型コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金事業
村内の飲食業者、宿泊業者、
観光業者への支援給付金支給

全員
協議会

令和 4 年 6 月定例会は 6 月 7 日から 6 月 17 日までの会期 11 日間で開かれた。
村から提出された議案 8 件、承認 1 件、他請願 1 件を審議し、全て可決した。

このうち JA からの農業者支援の嘆願書には、処理の経過及び結果の報告を請求す
る意見書を付した。また、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を財源
とする「原油価格 ･ 物価高騰対応商品券配付事業」について、塩原智惠美議員から「国
の通知では生活に困窮する方への支援例が示されているが、村ではどういう経緯で 1 人 1 万円に至ったのか。
また、困窮者についてどのように把握し今後施策に反映するか」質疑があった。

村からは、あらゆる分野で困っている声があるため、今回は全村民への配付としたが今後、農業者と困窮者
への支援も検討するとの回答があった。主な議案は次のとおり。
◦令和4年度朝日村一般会計補正予算（第3号）　既定の歳入歳出予算にそれぞれ 83,700 千円を追加
〔主な内容〕　新型コロナウイルスワクチン接種事業（4,545千円）、原油価格･物価高騰対応商品券配付事業

（46,462千円）、住民税非課税世帯に対する臨時特別給付金給付事業（5,834千円）
◦その他　◦報告 3 件　繰越明許費繰越計算書

◦承認 1 件　一般会計補正予算 低所得の子育て世帯生活支援特別給付金事業等
◦条例 1 件　朝日村国民健康保険税条例の一部を改正する条例
◦辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更
◦請願 1 件　えん罪被害者を一刻も早く救済するための最新制度のすみやかな改正を求める請願
◦陳情 1 件　資材価格高騰に対する農業者支援に関する嘆願書

6/7 〜 17

一般会計補正予算
原油価格･物価高騰対応商品券配付事業を可決原油価格･物価高騰対応商品券配付事業を可決 ６月

定例会

4月20日第1回臨時会が開かれ副村長に越川豪氏の選任を同意した。任期は令和4年
5月1日から令和8年4月30日まで。

議員からは、副村長としてのミッションは何か等質疑があり、村長は越川氏の様々な
分野での経験を活かし、窓口対応、財政面、福祉分野の強化を図りたいと回答。今後
の越川氏に期待し、全員が同意した。この日の議案は次のとおり。
◦専決処分二件　◦副村長の選任の同意
◦令和 4年度朝日村一般会計補正予算

既定の歳入歳出予算に歳入歳出をそれぞれ 28,400 千円を追加
〔主な内容〕　旧保育園建物解体工事請負費（4,759千円）、第6波事業者支援給

付金交付事業（7,000千円）、宿泊施設利用支援事業（4,800千円）

4/20

越川豪氏の副村長選任 同意越川豪氏の副村長選任 同意 第1回
臨時会
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6月議会には請願と陳情各1件が委員会に付託
され、審査いたしましたので報告いたします。

請願審査は10日に「えん罪被害者を一刻も
早く救済するための再審制度の速やかな改正」
の請願です。

無罪の人が誤った捜査・裁判で有罪にされる
「えん罪」あってはならない、国家による最大
の人権侵害です。

請願者から説明を受けた後、請願内容を審査
した結果、全会一致で「採択」された。主内容
は、捜査での全証拠開示を制度化すること・再
審法の改正を実施する。意見書は内閣総理大臣
と法務大臣に提出いたします。

陳情審査は6月15日に開催しました。「資材
価格高騰に対する農業者支援」に関する嘆願書
です。

嘆願者からの説明後に嘆願内容を慎重に審査
した結果、全会一致で「採択」となりました。
円安の進行やロシアのウクライナ侵略など種々
の影響で、肥料の主成分の尿素や加里など輸入
価格の高騰で、農家の葉洋菜用肥料の高騰・関
連資材の値上り等で、農業者への支援が必須と
認めました。

 総務産業委員会委員長　林 邦宏

総務産業委員会報告
『沖縄を「捨て石」にしない安全保障政策を

求める意見書』の提出を求める陳情について、
基地問題は日本全体で議論し、解決すべき問題
ではあることは理解できるが、問題が大きく、
短時間に結論や判断することが難しい。そのた
め、委員会で沖縄のおかれた現状や基地問題に
関心を持ち、継続して話し合っていく必要があ
るとして、陳情を継続審査とした。

また、所管調査として教育委員会及び黒田小
学校校長より、小学校のコロナ対応及び感染症
対策を行い開催した運動会の様子などを伺っ
た。更に、今年度からスタートした『学校評議
員会』制度から『学校運営協議会』制度に移行
した『朝日小コミュニティースクール＝CS』
について概要や活動状況の説明を受けた。学校
運営協議会は保護者や地域の代表が一定の権限
と責任を持って学校運営に参画することによ
り、「目標やビジョン」を共有し、「地域総が
かり」で子どもの健全な育成や学校運営の改善
に取り組む組織です。

委員会では「新しい制度の村民への周知が進
んでいない」「今年から実施された学校給食無償
化を子どもに周知しているか」など質問が出た。

社会文教委員会委員長　中村 文映

社会文教委員会報告

今
議
会
の
行
政
視
察
は
大
尾
沢
浄
水
場
と
中
山
間
総
合

整
備
事
業
で
竣
工
し
た
、
御
馬
越
工
区
の
2
か
所
を
視
察

し
ま
し
た
。
最
初
に
大
尾
沢
浄
水
場
で
、
目
下
計
画
中
の

沈
殿
槽
・
濾
過
槽
の
改
修
事
業
内
容
に
つ
き
担
当
職
員
か

ら
説
明
を
受
け
た
。
改
修
工
事
は
令
和
5
年
か
ら
6
年
に

及
び
既
設
の
沈
殿
池
や
緩
速
濾
過
池
が
廃
止
と
な
り
、
新

た
に
新
設
の
浄
水
棟
が
建
設
さ
れ
内
部
に
は
、
膜
ろ
過
装

置
等
が
装
着
さ
れ
、
よ
り
濁
度
の
低
い
飲
料
水
が
給
水
さ

れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
今
議
会
で
議
決
さ
れ
た
第
2
水
源
か
ら
の
導
水
管

敷
設
経
路
を
下
見
し
ま
し
た
。
第
2
水
源
か
ら
は
豊
富
な
湧
水

が
浄
水
場
に
送
水
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
が
、
接
合
槽
か

ら
の
仮
導
水
管
の
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
内
の
水
量
は
満
水
で
な
く
、

半
分
程
度
で
有
り
、

問
題
だ
、
原
因
調
査

が
、
最
優
先
で
す
。

次
に
御
馬
越
工
区

の
竣
工
ほ
場
を
視

察
、
整
備
事
業
前
と

は
全
く
様
変
わ
り
で

し
た
。
1
．
7
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
ほ
場
に
は

3
8
5
0
万
円
の

工
事
費
を
要
し
、
御

馬
越
地
区
の
若
い
農

業
者
3
名
が
就
農
す

る
と
の
こ
と
。
御
馬

越
ブ
ラ
ン
ド
品
の
誕

生
が
期
待
で
き
そ
う

で
す
。

（
林 

邦
宏
）

行
政
視
察

6月に竣工した御馬越工区ほ場整備
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髙橋　廣美議員髙橋　廣美議員（4ページ）（4ページ）
11  ウクライナ危機、円安等による資材・肥料ウクライナ危機、円安等による資材・肥料

の高騰に苦しむ農家への支援についての高騰に苦しむ農家への支援について
2 2 人口増対策としての村営住宅の有り方に人口増対策としての村営住宅の有り方に

ついてついて

林　　邦宏議員林　　邦宏議員（5ページ）（5ページ）
11  大尾沢第２水源導水管敷設構想の件大尾沢第２水源導水管敷設構想の件

中村　文映議員中村　文映議員（5ページ）（5ページ）
11  鎖川右岸防災センター建設について 鎖川右岸防災センター建設について 
22  放置空き家の対策について放置空き家の対策について  

齊藤　勝則議員齊藤　勝則議員（6ページ）（6ページ）
11  村の活性化に村設民営のスーパーを村の活性化に村設民営のスーパーを
22  小麦、大豆の作付けの奨励を小麦、大豆の作付けの奨励を
33  松枯れ対策について松枯れ対策について

小林　弘之議員小林　弘之議員（6ページ）（6ページ）
11  児童の社会スポーツの振興について児童の社会スポーツの振興について
2 2 朝日村旧庁舎跡地　防災広場整備について朝日村旧庁舎跡地　防災広場整備について

塩原　智惠美議員塩原　智惠美議員（7ページ）（7ページ）
11 村民満足度向上こそ人口確保対策 村民満足度向上こそ人口確保対策

羽多野　美映議員羽多野　美映議員（7ページ）（7ページ）
11  続・投票率向上の取り組みについて続・投票率向上の取り組みについて
22  新たな副村長を迎え、目指す住民サービスについて新たな副村長を迎え、目指す住民サービスについて

高橋　良二議員高橋　良二議員（8ページ）（8ページ）
11  公園の廃止について公園の廃止について
22  道路整備について道路整備について

清沢　正毅議員清沢　正毅議員（8ページ）（8ページ）
11  水道事業広域化を視野に入れた簡易水道事業経営戦略の見直し水道事業広域化を視野に入れた簡易水道事業経営戦略の見直し
2 2 針尾橋上針尾橋間鎖川右岸堤防道路環境について針尾橋上針尾橋間鎖川右岸堤防道路環境について

髙橋廣美 議員

村政に問う！！一 般一 般
質 問質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や疑問をもとに、村政全般に

わたり行政の姿勢をただすものです。

ここが聞きたい　9議員 17 項目ここが聞きたい　9議員 17 項目

問　
今
農
家
で
は
急
激
な
円
安
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
危
機
に
よ
る
今
後
の
肥
料
や
農
業
資

材
の
高
騰
に
大
変
危
機
感
を
覚
え
て
い

る
。
J
A
全
農
の
秋
肥
の
価
格
は
前
期
比

80
%
か
ら
90
%
の
上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い

と
聞
い
て
い
る
。
政
府
と
し
て
も
円
安
の

影
響
の
緩
和
策
を
検
討
し
て
い
る
と
聞
き

ま
す
が
、
今
後
の
世
界
情
勢
か
ら
す
る
と

ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
せ
ま
せ
ん
。
当
村
は

農
業
立
村
で
農
業
は
村
の
産
業
の
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。
朝
日
村
の
基

幹
産
業
の
農
業
を
守
る
と
言
う
観
点
か
ら

村
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。

産
業
振
興
課
長　
円
安
の
影
響
の
大
き
さ

を
考
え
る
と
、
こ
の
問
題
は
相
当
深
刻
で

村
の
支
援
は
必
要
と
考
え
る
。
国
、
県
の

動
向
を
注
視
し
J
A
等
と
協
議
し
農
業

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

人
口
増
対
策
と
し
て
の
村
営
住
宅
の
有
り

方
に
つ
い
て

問　
村
は
こ
れ
ま
で
、
移
住
定
住
施
策
と

し
て
向
陽
台
住
宅
団
地
、
空
き
や
バ
ン
ク

制
度
等
人
口
増
対
策
を
進
め
て
き
た
。
単

身
で
朝
日
村
の
農
林
業
に
従
事
し
た
い
若

者
の
入
居
は
可
能
か
。

企
画
財
政
課
長　

現
村
営
住
宅
、
今
後

予
定
の
村
営
住
宅
も
公
営
住
宅
法
の
基

準
に
よ
る
と
単
身
者
向
け
住
宅
に
は
当

て
は
ま
ら
な
い
。
今
後
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
い
て
も
課
題
と
し
て
い
る
の
で
、

空
家
対
策
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
、円
安
等
に
よ
る

資
材･

肥
料
の
高
騰
に
苦
し
む

農
家
へ
の
支
援
は

 

答 

村
と
し
て
も
深
刻
に
受
け
止
め
検
討
し
て
い
く

村内のレタス畑

▲こちらから
動画でご覧
いただけます。
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問　
2
月
中
旬
に
発
生
し
た
大
尾
沢
第
2
水
源
か

ら
浄
水
場
ま
で
の
導
水
管
の
不
具
合
は
、
消
防
団

の
協
力
で
接
合
槽
か
ら
仮
導
水
管
敷
設
で
「
断
水

の
危
機
」
を
回
避
し
、
3
月
中
旬
に
消
防
ホ
ー
ス

部
分
は
ビ
ニ
ー
ル
ホ
ー
ス
に
替
え
ら
れ
今
日
に
至
っ

て
い
る
。

当
局
は
今
議
会
に
耐
用
年
数
が
40
年
以
上
の
ダ
ク

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
で
本
敷
設
す
る
測
量
設
計
費
用

6
6
0
万
円
を
計
上
し
た
。執
行
に
当
た
っ
て
は

民
有
森
林
内
・
民
有
林
道
内
で
の
事
業
内
容
な
の

に
、地
権
者
や
林
道
愛
護
会
の
同
意
を
得
て
い
な

い
、事
業
内
容
の
説
明
会
も
開
催
し
て
い
な
い
、全

く
の
無
い
な
い
尽
く
め
で
の
事
業
展
開「
他
人
の
家

に
土
足
で
上
が
り
込
む
な
」と
言
わ
れ
て
も
過
言

で
は
な
い
。第
2
水
源
の
取
水
機
能
と
導
水
管
敷

設
は
40
年
以
上
経
過
し
経
年
劣
化
も
進
行
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ
、3
月
の
定
例
議
会
の
折
、専
門
家

に
よ
る
基
礎
調
査
を
要
請
し
、実
施
承
諾
は
い
た

だ
い
て
い
る
が
、調
査
報
告
は
今
日
ま
で
、い
た
だ

い
て
い
な
い
。

浄
水
場
の
沈
殿
槽・濾
過
槽
等
の
改
修
事
業
が
今
後

計
画
さ
れ
て
い
る
が
、肝
心
の
取
水
箇
所
に
は
、計

画
が
及
ん
で
い
な
い
、将
来
を
見
据
え
た
水
道
事
業

内
容
と
は
思
え
な
い
。

①
専
門
家
に
よ
る
取
水
源
と
導
水
管
の
調
査
報

告
は
②
森
林
地
権
者・林
道
愛
護
会
の
同
意
は
得

ら
れ
て
い
る
の
か
③
林
道
愛
護
会
の
皆
様
方
へ
の

事
業
内
容
説
明
会
の
開
催
は
④
取
水
源・接
合
槽

の
改
修
事
業
計
画
は
。

答　
今
回
の
接
合
槽
か
ら
の
仮
導
水
管
を
本
敷
設

導
水
管
に
す
る
工
事
を
一
期
工
事
と
す
れ
ば
、
接

合
槽
か
ら
上
部
の
取
水
源
迄
を
二
期
工
事
と
し
て
、

取
水
源
の
調
査
そ
し
て
湧
水
地
の
取
得
か
、
取
水

槽
工
事
の
同
意
が
計
画
の
進
捗
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

問　
接
合
槽
を
介
し
て
一
期
工
事
、
二
期
工
事
と

分
割
す
る
の
で
は
な
く
、
接
合
槽
自
体
の
劣
化
も

視
野
に
入
れ
る
と
分
割
せ
ず
水
源
槽
〜
接
合
槽
〜

浄
水
場
の
導
水
管
経
路
の
一
体
化
計
画
す
る
の
が

妥
当
で
は
。

答　
通
常
は
一
括
で
計
画
す
る
が
、
こ
の
度
の
事

故
で
分
割
事
業
内
容
と
な
っ
た　

導
水
管
の
敷
設

経
路
は
、
今
ま
で
ど
お
り
で
な
く
、
今
後
の
保
守

を
配
慮
し
、
林
道
に
沿
っ
て
敷
設
す
る
計
画
。

問　
長
年
に
わ
た
り
整
備
し
舗
装
さ
れ
た
林
道
を

掘
削
し
、
埋
設
す
る
の
で
は
な
く
て
従
来
の
森
林

内
の
経
路
沿
い
に
新
規
に
敷
設
す
る
が
妥
当
で
は
な

い
か
、愛
護
会
の
皆
様
の
意
向
も
伺
っ
て
く
だ
さ
い
。

答　
説
明
会
の
際
、
地
権
者
の
意
向
を
伺
い
対
処

い
た
し
ま
す
。

問　
村
は
今
年
設
計
、
用
地
買
収
、
来
年

度
建
設
予
定
で
防
災
セ
ン
タ
ー
を
造
る
と

し
て
い
る
が
、
ど
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
考

え
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
建
設
は
災
害
時
の
防
災
拠
点

な
の
で
、
そ
れ
に
必
要
な
施
設
建
設
だ
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
今
後
建
設
検
討
委
員
会
で

検
討
し
て
い
た
だ
く
。

問　
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
あ
る
が
、
平
時

の
利
活
用
が
大
切
、
検
討
委
員
会
の
人
選

を
村
の
役
職
者
で
な
く
、
若
い
世
代
や

サ
ー
ク
ル
代
表
、
高
齢
者
代
表
な
ど
利
用

が
多
い
方
を
含
め
て
ほ
し
い
。

村
長　
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
を
使
う
た

め
、防
災
に
係
る
方
に
お
願
い
し
て
い
る
。

会
議
で
は
平
時
の
利
用
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
た
だ
く
。

要
望　
せ
っ
か
く
造
っ
て
使
わ
れ
な
い
施

設
で
は
残
念
だ
。
是
非
、
利
用
者
を
想
定

し
て
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
建
設
委
員
会
に
要
望
す
る
。

放
置
空
き
家
の
対
策
に
つ
い
て

問　
村
に
も
空
き
家
が
増
え
て
き
て
い

る
。
村
は
「
空
き
家
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
た
が
、
空
き
家
の
実
態
や
苦
情
は
有

る
か
。
ま
た
、
今
後
の
対
策
は
。

建
設
環
境
課
長　
村
の
空
き
家
は
1
2
2

件
、
所
有
者
が
つ
か
め
な
い
空
き
家
は

8
件
あ
る
。
ま
た
、
苦
情
は
3
件
あ
る
。

今
年
度
、
空
き
家
対
策
計
画
を
策
定
し
て

対
策
を
進
め
る
。

問　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
困
っ
て
い
る
と
訴
え

て
い
る
が
、
計
画
を
策
定
し
て
か
ら
で
は

な
く
、
直
ぐ
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

建
設
環
境
課
長　
訴
え
は
理
解
し
て
い

る
、
村
の
担
当
が
変
わ
っ
た
の
で
協
議
し

て
対
応
す
る
。

問　
近
所
か
ら
の
苦
情
の
相
談
窓
口
は
建

設
環
境
課
で
良
い
か
。

建
設
環
境
課
長　
課
に
電
話
い
た
だ
け
れ

ば
対
応
す
る
。

導
水
管
敷
設
構
想
は

答 

本
敷
設
の
補
正
予
算
案
が
議
決
後
に
林
道
愛
護
会
と
対
応
す
る

林　邦宏 議員

平
時
に
お
い
て
も
利
活
用
さ
れ
る

防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
求
め
る

答 

コ
ン
セ
プ
ト
を
含
め
、今
後
建
設
委
員
会
で
検
討
し
て
い
く

中村文映 議員
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問　
下
伊
那
郡
の
天
竜
村
の
満
島
屋
と
い

う
所
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
朝
日
よ
り
人

口
規
模
も
小
さ
く
、
高
齢
化
率
も
67
%

と
高
く
朝
日
村
の
2
倍
で
す
。

私
は
、
村
内
の
や
る
人
が
い
れ
ば
や
り
た

い
心
あ
る
人
の
意
見
で
視
察
に
行
き
ま
し

た
。
行
政
と
村
民
、
他
村
の
共
同
で
や
っ

て
い
ま
す
。
1
階
は
店
と
ラ
ン
ド
リ
ー
休

憩
室
、2
階
は
独
身
者
の
ア
パ
ー
ト
で
す
。

入
居
者
も
現
在
進
行
形
で
す
。
人
口
増
対

策
で
す
。
当
村
も
若
者
向
け
住
宅
と
店
舗

並
行
で
考
え
て
は
。

村
長　
大
変
難
し
い
が
今
後
考
え
た
い
。

当
村
は
近
く
に
大
型
ス
パ
ー
も
あ
り
大
変

と
思
う
が
、
若
い
起
業
家
が
い
れ
ば
や
れ

れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
自
給
率
ア
ッ
プ
の
た
め
小
麦
や
大
豆

の
奨
励
を
。

今
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
世
界

が
大
変
で
す
。
小
麦
、
大
豆
は
作
り
や
す

く
是
非
こ
ん
な
時
荒
廃
地
に
作
付
を
進
め

て
は
。

産
業
振
興
課
長　
や
る
人
が
い
れ
ば
や
り

た
い
。
国
の
補
償
と
機
械
そ
の
他
が
整
え

ば
や
り
た
い
が
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

問　
松
枯
れ
対
策
の
現
状
を
聞
き
た
い
。

予
算
は
昨
年
の
8
6
0
万
か
ら
倍
増
し

た
が
、
ま
だ
松
枯
れ
は
見
受
け
ら
れ
る
が

大
丈
夫
か
、人
区
は
大
丈
夫
な
の
か
心
配
。

産
業
振
興
課
長　
4
月
に
確
認
し
た
の
は

対
処
し
て
い
る
。
赤
松
が
あ
る
の
は
確
認

し
て
心
配
の
な
い
分
今
後
伐
倒
を
予
定
、

す
で
に
34
本
は
伐
倒
し
て
い
る
。
予
算
は

2
千
数
百
万
で
す
が
早
期
発
見
早
期
駆
除

で
対
応
し
た
い
。

問　
文
化
事
業
及
び
体
育
事
業
へ
の
助
成

（
社
会
教
育
関
係
助
成
金
交
付
要
綱
）
前

回
の
質
問
で
体
育
事
業
へ
の
助
成
状
況
。

件
数
、
総
額
、
平
均
助
成
額
の
状
況
の
回

答
を
い
た
だ
い
た
が
、
補
助
継
続
し
て
い

る
団
体
で
は
青
少
年
育
成
の
観
点
か
ら
・

朝
日
村
学
童
野
球
教
室
・
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
サ
ン
ラ
イ
ズ
・
あ
さ

ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
あ
さ
ひ
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
5
団
体
が
あ
り
補
助
金

総
額
29
万
円
で
一
団
体
平
均
5
万
8
千
円

の
補
助
金
の
算
出
の
方
法
は
？

教
育
次
長　
当
村
で
は
朝
日
村
社
会
教
育

関
係
補
助
金
交
付
要
綱
に
基
づ
き
予
算
の

範
囲
以
内
で
村
内
で
活
動
す
る
団
体
へ
補

助
金
を
交
付
し
て
い
る
算
出
基
準
に
つ
い

て
は
青
少
年
の
参
加
人
数
が
5
名
～
10
名

未
満
の
団
体
へ
は
4
万
円
以
降
参
加
人
数

10
人
ご
と
に
増
加
し
20
人
未
満
5
万
円
、

30
人
未
満
8
万
円
、
30
人
以
上
は
10
万
円

と
し
て
い
る
。
内
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
よ
う

に
シ
ー
ズ
ン
の
み
の
活
動
団
体
へ
は
半
額

の
交
付
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問　
近
年
、
少
子
化
も
あ
っ
て
朝
日
村
村

外
か
ら
の
児
童
が
参
加
し
て
育
成
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
児
童
は
参
加
人

数
に
入
っ
て
い
ま
す
か
？

教
育
次
長　
こ
の
算
定
で
の
参
加
人
数
は

村
内
者
の
青
少
年
と
し
て
お
り
村
外
か
ら

参
加
の
方
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。最
近
で

は
少
子
化
も
あ
り
参
加
す
る
子
供
も
年
々

減
少
し
て
お
り
教
育
委
員
会
も
各
団
体
へ

の
活
動
が
継
続
で
き
る
よ
う
補
助
額
の
算

定
基
準
の
見
直
し
や
団
体
へ
の
参
加
申
し

込
み
の
チ
ラ
シ
な
ど
小
学
校
で
配
布
し
参

加
者
確
保
に
努
め
て
い
る
今
後
、公
民
館

活
動
の
見
直
し
と
共
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
、社
会
教
育
委
員
な
ど
教
育
委
員
会
組

織
で
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

村
長　
教
育
次
長
の
方
で
他
の
教
育
委
員

さ
ん
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
さ
ん
と
色
々
検

討
し
是
非
ク
ラ
ブ
が
存
続
で
き
る
よ
う
一

助
に
な
れ
ば
と
私
も
思
い
一
緒
に
考
え
て

い
く
。
ス
ポ
ー
ツ
用
具
へ
の
補
助
で
す
が
、

朝
日
村
社
会
教
育
関
係
補
助
金
交
付
要
綱

が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
中
で
補
助
で
き
る

の
か
、
ま
た
朝
日
の
魅
力
創
り
、
朝
日
へ

来
て
い
た
だ
く
呼
び
水
に
も
な
る
か
と
思

い
ま
す
の
で
教
育
委
員
会
の
方
と
今
後
、

前
向
き
に
詰
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
内
活
性
化
の
た
め
の

商
店
が
必
要
で
は

答 

大
変
難
し
い
が
今
後
考
え
た
い

齊藤勝則 議員

児
童
の
社
会
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
つ
い
て

答 

教
育
委
員
会
と
一
緒
に
村
長
も
前
向
き
に
考
え
る

小林弘之 議員

天龍村設スーパー「満島屋」
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質
問
の
趣
旨
は
次
の
2
点
。

問
1　
人
口
確
保
対
策
と
し
て
お
ひ
さ
ま

保
育
園
跡
地
を
優
良
賃
貸
住
宅（
若
年
層

対
象
）と
す
る
村
の
計
画
の
進
め
方
に
本

郷
地
区
か
ら
異
論
が
出
て
い
る
。（
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場
の
廃
止
決
定
に
つ
い
て
地
元

の
説
明
が
な
く
地
域
住
民
が
知
ら
な
い
中

で
決
め
た
。住
宅
建
設
に
つ
い
て
も
な
ぜ

も
っ
と
早
い
段
階
で
説
明
で
き
な
か
っ
た
の

か
。こ
う
し
た
事
は
住
民
と
村
の
意
思
疎

通
が
な
く
違
和
感
覚
え
る
。）多
様
な
意
見

が
村
に
出
さ
れ
建
設
に
賛
成
は
限
定
的
と

見
受
け
た
。こ
う
し
た
状
況
は
明
ら
か
に

村
が
住
民
と
向
き
合
う
姿
勢
に
問
題
が
あ

る
と
考
え
行
政
事
務
の
原
則『
合
意
形
成

の
あ
り
方
』を
質
し
た
。

村
長　
半
数
以
上
の
賛
成
あ
れ
ば
一
つ
の

合
意
形
成
で
あ
る
。

問
2　
人
口
が
過
去
2
年
で
95
人
の
転
出

超
過
。若
者
が
多
い
。村
は
住
宅
環
境
不
備

を
原
因
と
す
る
。し
か
し
人
口
減
少
の
分

析
は
い
ま
だ
に
さ
れ
て
い
な
い
。こ
う
し
た

状
況
の
中
で
、住
宅
建
設
や
住
宅
団
地
整

備
事
業
の
選
択
は
正
し
い
の
か
。根
拠
に
基

づ
く（
E
B
P
M
）政
策
の
選
択
が
必
要
と

考
え
る
。人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
3
1
0
0
人
は

ど
の
様
な
根
拠
で
決
め
た
か
。

村
長　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、社
会
保
障
人
口

問
題
研
究
所
の
推
計
値
は
1
8
8
2
人
。

こ
の
人
数
で
は
村
の
存
続
が
危
い
と
考
え
、

何
の
活
動
で
も
い
い
か
ら
取
り
組
む
こ
と

に
よ
っ
て
達
成
す
る
目
標
数
字
と
し
た
。

ま
と
め　

合
意
形
成
と
は
計
画
の
前
、検

討
の
段
階
か
ら
行
政
自
ら
地
域
に
出
向
い

て
住
民
の
生
の
声
を
聴
き
、意
見
の
一
致

を
図
る
こ
と
が
目
的
。意
見
交
換
の
中
で

信
頼
関
係
を
築
き
住
民
の
満
足
度
は
向
上

し
、愛
郷
心
を
育
て
、や
が
て
人
口
流
出
を

防
ぐ
と
考
え
る
。ま
た
根
拠
に
基
づ
く
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
計
は
非
常
に
重
要
。村

づ
く
り
は
人
口
規
模
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
。な
る
べ
く
可
能
な
限
り
確
か
な
正
し
い

政
策
の
継
続
が
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
達
成
と
い

う
結
果
を
生
む
と
考
え
る
。

ま
ず
は
、全
地
区
を
一
巡
す
る
村
民
懇
談

会
を
開
催
し
村
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
事
を
提
案
す
る
。

問　
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
選
挙
に
向

け
、
朝
日
村
の
投
票
率
が
向
上
す
る
た
め

の
活
動
を
ど
う
展
開
す
る
か
、
18
歳
に
成

人
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
成
人
式
で
の

啓
発
活
動
は
？
ま
た
、
20
～
30
代
に
対
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
小
学
校
で
の
出
前
講
座

の
進
捗
は
ど
う
か
。
投
票
率
向
上
に
は
目

標
設
定
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必
要
と
考
え

る
が
。

選
挙
管
理
委
員
長　
新
た
に
通
学
時
間
帯

の
村
営
バ
ス
の
乗
客
に
対
し
、
広
丘
駅
降

車
時
に
チ
ラ
シ
配
り
な
ど
行
う
。
告
知
放

送
で
は
委
員
長
が
直
接
、
若
い
世
代
へ
の

啓
発
を
兼
ね
て
全
村
に
投
票
を
呼
び
掛
け

る
。
ま
た
、
村
の
公
式
L
I
N
E
を
利

用
し
た
周
知
も
行
う
。
18
歳
に
年
齢
が
下

が
っ
た
成
人
式
に
お
い
て
は
委
員
が
出
席

し
啓
発
す
る
。
小
学
校
の
出
前
講
座
は
留

意
点
も
あ
る
た
め
、
教
育
委
員
会
と
展
開

の
仕
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

新
た
な
副
村
長
を
迎
え
、目
指
す
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問　
小
林
村
政
に
お
け
る
強
化
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
、
越
川
豪
副
村
長
を
任
命
し
た
。

村
民
か
ら
は
役
場
庁
舎
の
雰
囲
気
を
明
る

く
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
声
が
あ
る
が
、

庁
舎
内
の
職
員
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
ど
う

い
う
印
象
を
持
た
れ
た
か
。

副
村
長　
職
員
一
人
一
人
の
人
間
性
は
非

常
に
よ
く
、
接
遇
に
も
問
題
な
い
よ
う
に

受
け
止
め
た
。
し
か
し
、
村
民
か
ら
の
声

が
実
際
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
ら
か

の
問
題
が
内
在
し
て
い
る
と
考
え
る
。
マ

ス
ク
着
用
や
、
庁
内
で
の
距
離
、
建
物
の

特
徴
な
ど
に
よ
り
職
員
と
の
距
離
を
感
じ

る
要
因
は
い
く
つ
か
考
察
で
き
る
。
環
境

に
則
し
た
接
遇
方
法
を
検
討
す
る
こ
と

が
、
今
後
必
要
だ
と
考
え
る
。

ま
と
め　
出
前
講
座
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
と
教
育
委
員
会
と
の
話
し
合
い
が
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
「
地
域
で
子
供
を
育

て
る
」
と
い
う
取
り
組
み
を
様
々
な
場
面

で
展
開
し
て
ほ
し
い
。

副
村
長
に
は
「
村
民
が
本
当
に
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
」
に
目
を
向
け
る
こ
と

が
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
、
職
員
教

育
に
期
待
。

村
民
満
足
度
向
上
こ
そ
が

人
口
確
保
対
策
で
あ
る

答 

最
優
先
は
村
営
住
宅
建
設
と
中
組
住
宅
団
地
整
備

塩原智惠美 議員

再
び
、投
票
率
向
上
を
問
う

答 

新
た
な
取
組
を
行
い
啓
発
活
動
行
う

羽多野美映 議員
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問　
針
尾
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
下
側
の
公
園

で
す
が
針
尾
区
の
区
長
代
理
と
小
野
沢
区

の
区
長
が
長
年
に
渡
り
一
年
お
き
に
草
刈

り
を
し
て
整
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年

の
10
月
か
11
月
頃
だ
と
思
い
ま
す
が
公
園

を
廃
止
す
る
・
し
な
い
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
区

に
あ
り
ま
し
た
が
針
尾
区
と
し
て
は
ほ
と

ん
ど
使
用
し
て
い
な
い
の
で
廃
止
を
し
て
良

い
と
回
答
し
ま
し
た
が
そ
の
後
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

①	

廃
止
後
の
遊
具
は
撤
去
し
て
く
れ
る
の

か
。

②	

整
備
し
た
後
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の

か
を
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
長　
更
地
又
は
駐
車
場
あ
る
い
は
避

難
場
所
と
し
て
利
用
す
る
方
向
で
す
。

い
つ
頃
か
ら
と
言
う
こ
と
で
す
が
、ま
ず
は

現
状
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
、
例
え
ば
遊

具
や
桜
の
木
に
し
て
も
危
険
度
が
高
い
と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
本
年
度
中
に
対
応
す

る
。そ
う
い
っ
た
時
間
が
あ
る
よ
う
で
し
た

ら
来
年
度
の
事
業
に
、
ま
た
地
元
の
御
要

望
に
応
え
て
判
断
し
て
い
く
。

草
刈
り
に
つ
い
て
は
、全
て
が
撤
去
し
た
段

階
で
村
の
管
理
に
な
り
ま
す
。

答　
保
育
園
南
側
道
路
は
整
備
す
る
。

朝
日
村
の
主
要
道
路
で
あ
る
村
道
に
至
っ

て
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
傷
み
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
旧
小
林
菓
子
店
か
ら
鉢
盛
自
動
車

ま
で
の
間
の
道
路
が
ひ
び
割
れ
が
あ
り
、で

こ
ぼ
こ
と
し
て
い
ま
す
、こ
れ
か
ら
の
季
節

キ
ャ
ン
プ
場
に
村
外
の
車
が
頻
繫
に
入
っ

て
来
ま
す
、少
し
で
も
道
路
整
備
を
し
て
お

い
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
が
あ
と
、保
育

園
南
側
の
粟
津
原
さ
ん
宅
前
の
道
路
が
相

当
痛
み
が
来
て
い
ま
す
。

道
路
予
算
が
少
な
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が

村
道
も
ま
た
大
事
で
す
。

建
設
環
境
課　
旧
小
林
菓
子
店
か
ら
鉢
盛

自
動
車
ま
で
の
間
に
つ
き
ま
し
て
は
県
に
て

修
繕
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

路
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、県
事
業
に
関
す
る

市
町
村
要
望
書
に
記
載
し
要
望
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

村
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、冬
場
の
し
み
あ
が

り
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。そ
の
修
繕

を
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、針
尾
保
育

園
南
側
の
道
路
に
つ
き
ま
し
て
も
修
繕
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問　
最
近
、
国
・
県
に
お
い
て
は
水
道
法

改
正
に
よ
り
、「
水
道
事
業
広
域
化
」
の
動

き
が
加
速
化
し
つ
つ
あ
り
、
2
0
2
2
年

度
末
ま
で
に
「
水
道
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
」

作
成
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
村

で
は
事
業
戦
略
に
「
県
の
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

公
表
後
、
施
設
配
置
の
あ
り
方
を
検
討
」

と
あ
る
が
、
見
直
し
は
す
る
の
か
？
広
域

化
プ
ラ
ン
作
成
へ
の
対
応
は
？

答　
6
月
1
日
に
広
域
連
携
検
討
の
場
が

設
け
ら
れ
、
広
域
連
携
に
よ
る
年
間
の
削

減
効
果
の
数
字
が
示
さ
れ
た
。
村
と
し
て

も
人
的
物
的
支
援
及
び
水
道
施
設
の
更
新

等
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、
松
本
広
域
の

一
員
と
し
て
広
域
化
は
考
え
て
い
く
。

問　
今
年
か
ら
3
年
計
画
で
進
め
る
大
尾

沢
浄
水
場
の
改
良
工
事
は
、
次
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
大
型
投
資
事
業
で
あ
る
が
、

広
域
化
を
視
野
に
入
れ
た
施
設
設
計
の
議

論
は
さ
れ
た
の
か
？

答　
松
本
圏
域
で
は
県
企
業
局
主
導
で
地

域
や
事
業
特
性
を
踏
ま
え
た
課
題
整
理
を

行
い
、
水
道
施
設
の
最
適
化
配
置
計
画
を

作
成
し
て
お
り
、
朝
日
村
は
統
合
や
廃
止

施
設
に
該
当
せ
ず
、
現
状
の
施
設
規
模
で

水
道
事
業
を
実
施
す
る
事
が
明
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
村
の
計
画
に
沿
っ
た
工

事
に
取
り
組
む
。
今
後
広
域
化
に
お
い
て

は
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
る
と
ハ
ー
ド
面

で
の
統
合
は
困
難
で
あ
る
が
、
人
的
支
援

や
設
備
管
理
と
言
っ
た
ソ
フ
ト
面
で
の
メ

リ
ッ
ト
は
生
か
せ
る
か
も
。 

問　
針
尾
橋
上
針
尾
橋
間
鎖
川
右
岸
堤
防

道
路
が
途
中
寸
断
さ
れ
て
お
り
、
地
元
住

民
の
生
活
道
路
と
し
て
支
障
が
あ
る
。
ま

た
、
河
川
の
氾
濫
を
想
定
し
た
時
、
緊
急

車
両
の
通
行
に
も
支
障
が
あ
る
。
早
急
な

開
通
整
備
の
必
要
を
感
じ
る
。

答　
現
状
調
査
を
行
い
松
本
建
設
事
務
所

と
調
整
し
て
整
備
検
討
を
行
う
。

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
隣
の

公
園
の
今
後
は

答 

公
園
廃
止
で
検
討
す
る

高橋良二 議員

広
域
化
を
視
野
に

簡
易
水
道
事
業
戦
略
見
直
し
は

答 

今
後
の
広
域
化
の
動
き
に
注
視
し
見
直
し
を
行
う

清沢正毅 議員

大尾沢浄水場



議会改革その一歩!!
開かれた議会を目指して

先日地元紙に『開かれた議会　道半ば』と言う記事が掲載
された。その中で北安南部・東筑の議会では『議会全員協議
会はいずれも原則公開となっているが、（中略）全員協議会に
記者以外がいることはめったにないが、朝日村では議会サポー
ターが傍聴し、村は一般傍聴者用の資料も用意している』と
紹介されていた。定例会の初日や一般質問当日は傍聴席が満
席状態になっている光景に記者もビックリするのだろう。過
日行われた山形村議会選挙後の報道取材に「住民が議会を傍
聴し、議会側に意見を伝える『議会モニター』制度の導入を
検討する」と当時の山形村議長が答えていた。また、木曽町
議会は 4 月から議会モニター制度をスタートした。町議会議
員からは新聞に度々掲載される「朝日村のモニター制度」は
導入の刺激になったと伺った。

議会
改革

■一層の議会改革を目指して
『議会モニター制度』がスタートして1年が経過し

た。モニターの皆さんはコロナ禍にもかかわらず議会
を傍聴したり議会だよりを見て、意見、提言、感想を
寄せている。終始一貫変わらない姿勢に改めて敬意を
表したい。こうした内容は会議録としてまとめ議会全
員協議会で共有化し、村への提言、議会運営、個々の

議員活動に活かしながら議会改革を進めている。
来年4月は改革の真価が問われる村議会選挙が行

われる。議会改革の目的の1つは『無投票』回避であ
る。多くの村民の皆さんの立候補を促すため、開かれ
た議会、村民に身近な議会を目指して、より一層の議
会改革が求められている。

■議場に緊張感！
議場に入ると既に傍聴席にモニターが数名座ってい

る。1年間のお付き合い、挨拶をしたり情報を頂いたりも
する。そんなモニターが後ろに控えてくれているのは議
員にしてみれば大いに心強いと感じる。また、常に後ろか
ら見られ発言に注目していただいていると思えば、やは

り大きなプレッシャーでもあり緊張感で背筋が伸びる。
それは答弁する執行部や職員も同じだろう。何故

なら行政側は正面に傍聴者、村民を見ての答弁とな
る。多くの村民の傍聴によって、議場には緊張感が生
まれている。

■問われる議場民主主義！
議会定例会が終わって1週間後に開かれるモニター会

議。モニターによっては事前にメールで感想を寄せてく
れる。会議ではなかなか手厳しいご意見や議員がスルー
してしまった事柄に切り込んだ意見をいただき、改めて
村民の生の声を聞く大切さを感じる会議だ。

これまで多くの意見を頂いたが、何時の議会でも
指摘されるのが『議場での民主主義』。6月24日に

開催した会議でも一般質問でのやり取りの中でも、執
行部の答弁中に飛び出す節度を逸した『不穏当』な発
言に対しては「許してよいのか」と厳しい指摘を頂い
た。過去にも何度か議長から行政に改善要請を行って
きたが改善が見られない。問われるのは議論の場にふ
さわしい『議場民主主義』、議員も執行部も品位を
持って議論を尽くしていかなくてはならない。

議 会 モ ニ タ ー 制 度 発 足 か ら 1 年
議会運営副委員長　中村文映

あさひむら議会だより9

※地元紙の記事
①村議会改革へ 傍聴推進 ②開かれた議会 道半ば
③山形村議選 新人立候補なく ④モニター制度を導入

報道も注目報道も注目
朝日村「議会モニター制度」朝日村「議会モニター制度」

①

②

③

④



議会は、来年4月30日任期を迎える中、過去2回の選挙が無投票
だった事から議会への関心を高めていただくために、全村民を対象と
して懇談会を開きました。

この日は参議院選挙の最中であり、平日の夜でどのくらいの参加が
あるか心配でしたが15人の出席でそれぞれ日頃の思いを熱く語って
いただきました。

特に子育て中で働いている若いお母さんから、細やかな子育て支援
を求める強いメッセージがあり、早急な対応を迫られました。

懇談会は3つのテーマで御意見を伺い、主な内容は次のとおりです。

議会村民
懇 談 会

7/8

議会運営委員長　塩原智惠美

あさひむら議会だより 10

Aさん 園児や小学生を持つたくさんの保護者から意見を集め代表として出席した。コロナで一番困ったの
はわくわく館の利用が制限されたこと。（4 年生以上禁止）松本市や塩尻市で対応できた時期に村は
コロナを理由に閉ざした。働く保護者が一番困った。本当に働く保護者の子育て支援を村が考える
なら周辺の施設を使って何とか対応する事もあったはず。子どもも親も我慢を強いられている。村
は誰に優しい村か。前向きに検討し回答を保護者に返してほしい。

Bさん 人権相談に対応する担当者の言動に不愉快な思いをした。相談員の教育をしてほしい。

コロナ禍の困り事テーマ１

補欠選挙で
当選した議員へ

モニターの魅力
Aさん モニターに委嘱されたことにより、議会の傍聴に出

席しやすく意見も言いやすい。
Bさん 村の事を何も知らなかった自分が傍聴によって、地

域で起きている事や問題点が分かってきた。議員の
必要性を認識し、行政のあり方も理解してきた。

村民の声を聞いて親身になる議員を求め
ている。私たちの声が届かない議会は意味
がない。村民が絶望して村を諦めない活動
を求める。

テーマ 2-1 テーマ 2-2

テーマ 3 無投票回避
こうした懇談会の存在がこの先につながる。村民の声

を聞き回答を返すという地道な繰り返しが先に繋がる。

懇談会反省会 全員協議会7/13

懇談会が終了して議会は今度の対応をまとめた。この
日出された意見は、関係する常任委員会でどのように取
扱うか調査検討することになった。
総務産業委員会…7/20　社会文教委員会…7/22

統一地方選挙無投票回避に向けて
令和5年度

全村民対象に意見聴く初めての試み



全ては地方自治法から始まる
議会と行政の仕事

議会や役場の役割・仕組み、また住民の権
利や義務まで「地方自治法」という国の法律
で決められています。その他に法律や決ま
りごとはたくさんあります。でもすべてを知
らないと務まらないというものではありませ
ん。先輩の指導、研修会がありやる気さえあ
れば、最初は全くの素人でも務めることがで
きます。

あさひむら議会だより11

さあ議会に関心を持ち
一歩前へ

シリーズ
明日の朝日村のために

「村議会議員」になろう
統一地方選挙まであと 1 年を切りました。各方面から「議員のなり手不足」という声が頻繫に聞こえてきます。

当朝日村においても、村会議員選挙において過去 2 回無投票当選という結果でした。選挙においてお互いの
主義主張を有権者に訴え審判を仰ぐというのが本来の姿ではないかと思います。今回からシリーズで「議員の
役割って何」から始まり「どうしたら議員になれるか」までシリーズ掲載させていこうと思います。

次回はより具体的に村議会議員に近づいてみます
next

◉議会の地位と使命
議会は住民を代表する公選の議員で構成し、

憲法第 93 条で地方議会の設置根拠を保証して
いる。このような地位に立つ議会は 2 つの使命
を持つ。1 つは村の具体的政策を最終的に決定
すること。2 つ目は議会が決定した政策の全て
において、適法・適正に、しかも公平・効率的
で民主的に執行しているか批判し監視すること
である。

◉議員の職責
議員の一言一句は住民の意見であり声である

ことから議員が行う質問や表決の意思表示は住
民の立場に立つ真剣な一票である。また議員は
住民全体の代表者であり奉仕者であって、これ
が議員の本質である。そして議会の 2 つの使命
を達成できるよう議会の一員として努力すること
が議員の職責である。

議会の意義とは？



去
る
5
月
30
日（
月
）に
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
全
国
町
村
議

長
・
副
議
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
村
で
は
議
長
・
副
議
長
の

2
名
で
出
席
を
し
、全
国
か
ら
総

勢
1
6
0
0
名
の
町
村
議
長
・

副
議
長
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

研
修
内
容
は「
町
村
議
会
の
あ
る

べ
き
姿
・
町
村
議
会
の
報
酬
に
つ

い
て
」・「
地
方
議
会
と
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」の
講
義
を
受
講
。昨
今
の

地
方
議
会
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い

て
は
、多
く
の
議
会
の
共
通
認
識

と
し
て
議
員
の
な
り
手
不
足
が
顕

著
で
あ
り
、特
に
若
手
議
員
や
女

性
議
員
が
少
な
く
、議
会
機
能
が

活
性
化
し
て
い
な
い
。結
果
、地
方

政
治
の
衰
退
・
な
り
手
不
足
の
広

が
り
・
投
票
率
の
低
下
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
く
。議
員
が
少
な
け
れ
ば

少
な
い
ほ
ど
、住
民
自
治
や
民
主

主
義
の
機
能
の
空
洞
化
を
促
す
。

来
年
地
方
統一選
挙
の
年
と
な
り

ま
す
。な
り
手
不
足
解
消
の
正
攻

法【
報
酬
の
あ
り
方
・
会
議
規
則

の
改
正
・
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
】を
実
施

し
、幅
広
い
年
齢
層
の
男
女
議
員

の
人
材
発
掘
。結
果
と
し
て
住
民

自
治
の
充
実
強
化
と
な
る
機
能
を

果
た
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
研
修
に
お
い
て
、今
後
の

当
議
会
機
能
の
活
性
化
に
向
け
て

正
副
議
長
と
し
て
の
役
割
を
改
め

て
認
識
す
る
と
共
に
各
常
任
委

員
会
の
機
能
充
実
に
生
か
し
て
行

く
べ
く
考
え
を
新
た
に
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。　
（
北
村
直
樹
）

令
和
4
年
度

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

4
月
17
日
に
あ
さ
ひ
プ
ラ
イ

ム
ス
キ
ー
場
・
カ
ル
テ
ッ
ト
ホ
ー

ル
に
て
、
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
発
足
30

周
年
記
念
式
典
に
出
席
い
た
し
ま

し
た
。
あ
さ
ひ
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
は

会
長
の
一
村
様
を
は
じ
め
、
ク
ラ

ブ
の
皆
様
方
に
は
ス
キ
ー
行
事
の

運
営
や
、
子
供
達
に
ス
ノ
ー
ス

ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
活
動

な
ど
、
朝
日
村
の
地
域
発
展
の
た

め
に
多
大
な
る
御
尽
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
は
平
成

4
年
に
発
足
を
し
、
今
年
3
月
ま

で
に
30
年
と
言
う
長
い
歴
史
を
築

き
あ
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
30
年

と
言
え
ば
1
人
の
人
間
が
こ
の
世

に
生
を
受
け
、
成
人
を
迎
え
、
結

婚
に
出
産
を
し
、
新
し
い
生
命

を
次
へ
と
繋
ぐ
の
と
同
等
の
年

月
に
な
り
ま
す
。
近
年
ス
ノ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
大
変

厳
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
様
な
中
で
も
、
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
献
身
的
に
活
動
を
続
け
て

こ
ら
れ
、
当
地
域
に
お
け
る
青

少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
当

地
域
に
お
け
る
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
発
展
の
た
め
に
活
動
を

続
け
て
い
か
れ
る
こ
と
を
御
期

待
い
た
し
ま
す
。

（
北
村
直
樹
）

あ
さ
ひ
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

発
足
30
周
年
式
典

あさひむら議会だより 12

会場となった東京国際フォーラム

議長・副議長が参加

オープンテープカット

地
域
を
目
で
見
て

聞
い
て
参
加
し
て

議
員
は
、
議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
た
く
さ
ん
の
諸
会
議
・

行
事
・
研
修
及
び
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、主
な
活
動
に
つ
い
て
御
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議員議員
活動報告活動報告

タ
ジ
マ
モ
ー
タ
ー
コ
ー
ポ
レ
イ

シ
ョ
ン
が
元
焼
肉
店
の
空
き
家
と

な
っ
て
い
た
建
物
を
改
修
し
、自

然
豊
か
な
環
境
の
中
で
テ
レ
ワ
ー

ク
や
セ
ミ
ナ
ー
、イ
ベ
ン
ト
、学
習

の
場
な
ど
に
利
用
で
き
る
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
施
設「
里
山
オ
フ
ィ
ス
あ

さ
ひ
」を
開
設
し
た
。施
設
内
は

一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
作
業
で
き

る
よ
う
に
仕
切
り
を
設
け
た
個
別

ス
ペ
ー
ス
が
16
個
用
意
さ
れ
、最

大
8
人
で
利
用
で
き
る
個
室
、料

理
教
室
の
会
場
に
も
な
る
キ
ッ
チ

ン
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。

（
髙
橋
廣
美
）

朝
日
村
に

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
施
設

「
里
山
オ
フ
ィ
ス
」が

オ
ー
プ
ン



議 会 活 動 日 誌
4 月

5 火 あさひ保育園入園式

6 水 小学校入学式

8 金 朝日村鳥獣被害防止対策協議会
13 水 村議会全員協議会 

議会運営委員会
16 土 野俣沢林間キャンプ場オープン神事
17 日 あさひスキークラブ発足30周年記念式典 12P 

20 水 村議会第1回臨時会
敬老会挨拶収録

21 木 「里山のオフィス」オープニングセレモニー 12P 

28 木 議員打ち合わせ会
議会運営委員会 議会デジタル化検討委員会
議会だより第44号発行日

5月

11 水 村議会全員協議会 

14 土 大尾沢林道愛護会御水神祭

17 火 第1回民生児童委員会推薦会
25 水 企画財政課説明会・懇談会チラシ打合せ

土地開発公社事理会
26 木 篠ノ井線松本地域活性化協議会

30 月 全国議長会・副議長研修会 12P 

31 火 議会運営委員会

6 月
3 金 中部縦貫自動車道建設・国道158号整備促進

期成同盟会 13P 
男女共同参画審議会

4 土 小学校運動会

7 火 議会定例会開会 本会議・全員協議会

8 水 一般質問通告

10 金 議会常任委員会 3P 

14 火 議会定例会本会議一般質問
東筑地域包括医療協議会監査

15 水 総務産業委員会 3P 

17 金 議会定例会本会議
全員協議会
行政視察 3P 

19 日 第三回西洗馬区運営委員会

20 月 行政改革推進委員会

21 火 民生児童委員会推薦委員会

22 水 朝日村農業再生協議会

24 金 議会モニター会議

27 月 最終処分場連絡会議
30 木 議員研修会

議員住民懇談会打合せ

中
俣
せ
せ
ら
ぎ
公
園
の
草
刈

議
員
の
恒
例
事
業
に
な
っ
て

い
る
中
俣
沢
川
沿
い
の
草
刈
り

作
業
が
13
日
午
後
4
時
か
ら
実

施
さ
れ
た
。　

こ
の
公
園
の
特
徴
は
園
内
か

ら
川
辺
に
立
派
な
階
段
が
敷
設
さ

れ
て
お
り
、
容
易

に
川
遊
び
で
き
る
、

自
然
環
境
に
恵
ま

れ
た
公
園
で
す
。

猛
暑
に
な
る
と

想
定
さ
れ
る
夏
休

み
、
来
園
者
の
皆

様
に
、
満
足
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、

精
一
杯
草
刈
り
作

業
に
励
み
ま
し
た
。

こ
の
川
に
川
魚
の
「
カ
ジ
カ
」

が
生
息
し
て
い
れ
ば
更
に
魅
力

の
あ
る
公
園
に
な
る
と
思
う
の

で
す
が
…
。

（
林 

邦
宏
）

6
月
3
日
・
松
本
市
ホ
テ
ル

ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
に
て
中
部
縦
貫

道
・
国
道
1
5
8
号
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
の
総
会
に
出
席
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
上
高
地
を
始
め
飛

騨
高
山
に
抜
け
る
国
道
は
道
幅
が

狭
く
、
ま
た
急
こ
う
配
な
坂
道
か

つ
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
と
し
て
、

物
流
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

や
観
光
客
の
運
転
ド
ラ
イ
バ
ー
に

と
っ
て
非
常
に
運
転
し
に
く
い
箇

所
と
し
て
、
問
題
視
を
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
中
部
縦
貫
自
動
車
道

が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
長

野
自
動
車
道
・
東
海
北
陸
自
動
車

道
・
北
陸
自
動
車
道
を
結
ぶ
高
速

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
、
都
市
間
の
間
の
所
要
時
間
の

短
縮
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

首
都
圏
や
中
京
圏
、
北
陸
圏
が
被

災
し
た
際
の
代
替
路
や
広
域
的
な

救
護
、
救
援
物
資
輸
送
ル
ー
ト
と

し
て
の
機
能
も
あ
り
ま
す
。
観
光

面
に
お
い
て
も
国
宝
松
本
城
か
ら

世
界
遺
産
で
あ
る
白
川
郷
ま
で
日

本
を
代
表
す
る
観
光
地
と
相
互
に

連
携
し
、
観
光
の
活
性
化
に
よ
る

経
済
の
好
循
環
に
期
待
が
持
て
ま

す
。
当
村
に
お
い
て
も
北
陸
圏
の

観
光
客
を
呼
び
寄
せ
る
一
つ
の

き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

早
期
実
現
に
向
け
て
関
係
機
関
と

連
携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
北
村
直
樹
）

あさひむら議会だより13

中俣沢せせらぎ公園

中
部
縦
貫
自
動
車
道・国
道
1
5
8
号
整
備
促
進
期
成
同
盟
会同盟会開会挨拶
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C
a
f
e 

F
u
u
u
K
e
T
s
u

（
カ
フ
ェ
風
穴
）
を
訪
問
し
た
。
7
月

1
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
コ
ー

ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
浅
川

晴
輝
さ
ん
が
任
期
を
終
え
、
今
後
朝
日

村
に
住
み
、
独
自
の
ア
イ
デ
ア
で
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
こ
の
場
所
で
シ
ェ

ア
キ
ッ
チ
ン
を
運
営
。
現
在
、
村
内
外

11
人
が
利
用
し
、
そ
れ
な
ら
カ
フ
ェ
も

や
ろ
う
と
始
め
た
そ
う
で
す
。
利
用
者

が
作
っ
た
焼
き
菓
子
等
を
販
売
す
る
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
、
盛
況
だ
っ
た
の
で
定

期
的
に
開
催
す
る
予
定
と
の
こ
と
。

カ
フ
ェ
で
は
ド
リ
ン
ク
の
他
、
シ
ェ

ア
キ
ッ
チ
ン
利
用
者
の
菓
子
等
も
販

売
。営
業
は
木
～
日
曜
日
の
10
～
17
時
。

既
に
協
力
隊
の
O
B
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
「
せ
せ
ら
ぎ
山
女
魚
園
」
の

山
田
さ
ん
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
「
ハ
チ
コ

ク
レ
ー
プ
」
の
宮
本
さ
ん
、
今
後
パ
ン

店
を
計
画
し
て
い
る
信
時
さ
ん
と
4
人

で
作
る
「
お
こ
し
ー
ず
」
と
連
携
を
図

り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
カ

フ
ェ
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
希
望

に
目
を
輝
か
せ
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
廃
止
決

定
後
半
年
。跡
地
有
効
活
用
と

し
て
、最
近
人
気
の
M
T
B
コ
ー

ス
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
、議

員
友
人
の
元
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
M
T
B
選
手
の
鈴
木
雷

太
さ
ん
に
現
地
を
見
て
も
ら
い
ま

し
た
。コ
ー
ス
整
備
が
さ
れ
て
お

り
路
面
改
良
が
少
な
く
て
済
む
、

ト
イ
レ
駐
車
場
な
ど
イ
ン
フ
ラ
も

整
っ
て
い
て
展
開
し
や
す
い
。し
か

し
大
人
や
競
技
選
手
仕
様
に
は

狭
い
、子
供
用
に
は
起
伏
が
あ
り

す
ぎ
、有
料
施
設
に
す
る
に
は
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
か
か
る
。な

ど
か
ら
収
益
性
を
考
え
る
と
難

し
い
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ん
転
活
に
グ
ッ
ド

ア
イ
デ
ア
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？	

（
清
沢
正
毅
）

発
行
責
任
者

　
議
　
長	

北
村
　
直
樹

編
集
委
員

　
委
員
長	

髙
橋
　
廣
美

　
副
委
員
長	

高
橋
　
良
二

　
委
　
員	

中
村
　
文
映

	

齊
藤
　
勝
則

	

清
沢
　
正
毅

	

塩
原
智
惠
美

▲
こ
ち
ら
か
ら

朝
日
村
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

朝
日
村
に
U
タ
ー
ン
し
て
7
年

目
、
昔
な
が
ら
の
山
河
、
お
い
し
い

水
、
空
気
、
そ
し
て
人
々
。
し
か
し

な
が
ら
村
の
状
況
も
分
ら
ぬ
ま
ま
、

地
区
役
員
、
公
民
館
活
動
等
に
参

加
。
今
回
は
地
区
の
皆
様
の
推
薦
に

よ
り
、
区
長
を
拝
命
し
忙
し
く
3
ヶ

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
今
、
色
々
な
災
害
の
報
に
接

す
る
た
び
、
故
郷
は
？
と
気
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
度
鎖
川
右
岸
に

防
災
セ
ン
タ
ー
が
建
設
予
定
、
新
た

な
自
主
防
災
会
に
よ
る
地
区
を
超
え

た
近
所
助
け
合
い
等
、
全
住
民
を
対

象
と
し
た
組
織
が
集
落
支
援
員
等
に

よ
り
推
進
中
と
聞
き
、
区
と
し
て
も

全
力
で
協
力
の
覚
悟
で
す
。

村
の
活
性
化
に
お
い
て
は
コ
ロ

ナ
禍
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
復
活
試
案

の
中
、
関
東
の
色
々
な
場
所
に
住
ん

で
い
た
経
験
を
ヒ
ン
ト
に
何
か
提
案

で
き
る
よ
う
な
事
が
な
い
か
思
い
を

巡
ら
せ
て
い
ま
す
。

末
筆
で
す
が
、
区
内
の
議
員
、

村
の
役
員・委
員
の
活
動
に
深
謝
し
、

皆
様
の
安
全
と
健
康
を
願
い
、
就
任

の
思
い
と
い
た
し
ま
す
。
　

元地域おこし協力隊 浅川さん

区
長
拝
命
に

　
　
当
た
っ
て

西
洗
馬
区
長

　
柳
沢
　
令
一
さ
ん

一般質問

動画配信始めました
6月一般質問がご覧になれます。
議員ごと視聴できます。
ぜひご覧ください。

傍
聴
の
際
に
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

村内の施設やイベントに議員が訪問して
その取組や要望を聞く　　　　
　　　　　地域密着のコーナー

第13弾
「Cafe FuuuKeTsu｣

議会用語解説集
傍聴席に設置


